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研究成果の概要（和文）：児童養護施設に入所中の幼児児童の心理社会的発達を継続的に調査し、適応を支える要因を
明らかにすることが本研究の目的であった。幼児期から児童期にかけての保護因子として着目していた対人関係の枠組
みを検討した結果、重要他者が明確な児童は、さまざまな場面で愛情の欲求を向ける対象が明確でない児童に比べ、仲
間からの受容感が高く、不安やうつなどの内在化された問題行動も少なかった。さらに愛着関連機能に着目すると、愛
着関連の欲求を向ける対象の存在があることは特に女児において適応的に働いていた。また、入所児童の中でも虐待経
験がある児童には、語彙の発達の遅れや内在化、外在化双方の問題行動が多く、継続調査が必要である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to understand the factors which support 
psychosocial adaptation among institutionalized children. Based on the assessment of social network, the 
children with a central figure perceived greater peer acceptance and reported less internalized problems 
such as depression and anxiety, compared to the children with no central figures who meet their 
affectional needs in various situations. Moreover, having an identifiable figure who serves attachment 
related functions lead to better adjustment, especially among girls. The children with a history of abuse 
exhibited delay in verbal ability and reported more internalizing and externalizing problems, compared to 
other children within the same institutional setting. Further research is called for to follow up these 
children at risk.

研究分野： 発達心理学　臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
虐待や貧困，養育者の精神疾患などのリス

ク・ファクターを伴いながらも少なくない数
の人々が適応的に成長していく過程はサク
セスフル・アダプテーション(適応的な発達)
と呼ばれている。近年，リスク・グループに
お け る 適 応 的 な 発 達 を 可 能 に す る
resilience(可塑性)を支える要因(保護因子)や
そのメカニズムへの注目が高まっている。 
海外ではリスク・グループの成長を長期間

追跡した研究が存在し，気質，知的能力，肯
定的な自己像といった子ども自身の特徴や，
養育者はじめ家族内外の大人や年長者によ
る支援，良好な仲間関係など子どもの周囲の
環境の要因が保護因子として挙げられてい
る。しかし，日本での実証的研究はまだ乏し
く，特に施設入所児童などのリスク・グルー
プを対象として，長期的な適応とその関連因
子を検討する試みはまだほとんど行われて
いない。  
 
２．研究の目的 
本研究では，児童養護施設入所児童を対象

に平成 19 年度に開始した研究を継続し，発
達初期の生育環境に虐待や家族との離別な
どが含まれるリスク・グループの児童の発達
を追跡し，適応のメカニズムとそれに関わる
個人内外の要因を実証的に明らかにするこ
とを目的とした。 
幼児期からの多面的なデータが得られて

いる施設入所児童に加え，本研究期間中に新
規に入所した未就学児についても情報を収
集し，小学校低学年から中学年まで 4 年間調
査を続け，発達の比較的早い段階における保
護因子が成長とともにさらなる保護因子に
結びついていく可能性や，後の可塑性の基盤
になる可能性を明らかにしていくことを狙
いとしている。 
  
３．研究の方法 
 平成 19 年度に調査を開始し，現在も協力
が得られている3か所の児童養護施設に入所
している子どもと児童担当職員を対象に面
接調査と質問紙調査を行った。幼児に対して
は行動観察も行った。 
 個々の児童の生育歴や虐待経験の有無も
含め入所の経緯等の基礎的情報については，
職員からの聞き取り調査を実施し，データベ
ースを作成した。 
職員に対する質問紙調査では，担当児童の

気質的特徴，愛着行動，外在化，内在化双方
の問題行動について記入してもらった。面接
調査では，しつけ方略や発達期待，また入所
後のライフイベントについて聞き取り調査
を行った。 
幼児と低学年児童への個別面接調査では，

語彙力の測定，感情理解課題，コンピテンス
（自己効力感），対人関係の枠組み，家族イ
メージの測定を必要に応じて図版を用いて
実施した。また、5 歳から 7 歳までの児童に

は実行機能を測る課題も個別に実施した。 
小学校 6年生以上の児童には，コンピテン

ス，学校適応，攻撃性，共感性，性役割観を
含む個別質問紙調査も実施した。 
 
４．研究成果 
 4 年間の調査期間中には，家庭引き取りに
なった児童もいれば，新規に入所してきた児
童もいる。追跡調査の終了時点で調査に協力
している児童は 53 名（5歳～11 歳）であり，
心理的にも社会的にも適応に大きな課題を
抱えていると考えられる児童はそのうちご
く少数である。しかし，一般家庭で養育され
ている児童を対象とした報告と比較すると，
本研究の対象児童には語彙力の発達の遅れ
がみられることや，外在的，内在的問題行動
が全般的に多いことは否定できず，適応に課
題を抱える児童が今後増加する可能性もあ
る。以上のような状況をふまえ，これまでに
得られた結果は主に以下のような点である。 
 
（１）幼児期から児童期中期への適応を支え
る保護因子について 
 特に着目している対人関係の枠組みの発
達の仕方は，一般家庭で養育されている児童
における報告とは異なる傾向が認められた。
施設入所児童では，対人関係に関心が乏しい
児童は少ないものの，幼児期には担当職員の
変更や養育環境の変動に影響を受けやすく，
重要他者が定まらない児童が多かった。しか
し，年齢があがるにつれて構造化が進み，重
要他者が明確になっていく児童の割合が増
加した。施設入所児は，複数の重要他者に心
理的機能を割り振り，枠組みを柔軟に発達さ
せていくと考えられる。重要他者が定まって
いる児童はそうでない児童に比べて全般的
な適応度が高く，特に女児において，愛着機
能を満たす重要他者が存在することは，不安
や抑うつなど内在化された問題行動の抑制
につながる可能性が示唆された。 
 近年重要性が注目されている自己制御機
能も将来の適応に関係すると予想している。
行動や思考をコントロールし，自己を意識的
に制御する機能は，フラストレーション耐性
や問題解決能力の発達にも関わると考えら
れる。5 歳から 7 歳の児童を対象に実施した
結果では，個人差が大きく，衝動性との関連
が示唆されている。 
 
（２）虐待経験と適応の関連について 
 本調査対象者の児童のうち，何らかの虐待
を経験した児童は全体の約 40％である。虐待
経験のある児童は，経験のない児童に比べて，
語彙の発達に遅れが見られ，攻撃性や衝動性
が高い傾向がある一方で，抑うつや不安とい
った内在化された問題行動も多く報告され
ている。今後の分析では，縦断的な分析を行
うことにより，虐待の長期にわたる影響を検
討するとともに，重要他者の存在が特に虐待
経験のある児童にとって保護的に機能する



かどうかを検討したい。 
  
 
（３）今後の課題 
 これまで追跡してきた調査対象児童には，
学校適応や心理社会的適応において大きな
課題を抱えていると思われる児童は少ない。
しかし，今後，心身共に変化の大きい思春期
の時期に中学校への入学という環境の変化
に対応し，自己肯定感を維持し，将来の進路
選択や自立への準備に向けた課題に取り組
まなければならない青年期には，これまで以
上に社会的サポートが必要である。調査を継
続することにより，施設入所児童の青年期へ
の移行を支える要因を明らかにしていく必
要がある。 
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